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 文献調査における調査対象地域は図 1.4-1 に示す、日本、アジア蒸暑地域 4 地域（タ
イ、香港、ベトナム、シンガポール）、先進国 4地域（アメリカ、イギリス、オーストラ
リア、中国）である。 
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 ヒアリング調査先、工場調査先の詳細は 4章および 5章にて整理する。 
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1.5 論文構成 




























































図 1.5-1 論文構成 
 
 







JP：日本   TH：タイ   HK：香港   VN：ベトナム   SG：シンガポール 





























図 1.6-1 建築外皮に関する定義 1-8） 
 
 














































 本節では図 2.2-1 に示す先進国である日本、アメリカ、イギリス、オーストラリア、中
国について地域の概要を整理する。 
 各国の基本情報は World Bank2-1）および IEA（International Energy Agency）2-2）、CIA
























































































（Leadership in Energy and Environmental Design）と日本の環境認証制度の取得件数
について整理する。 
日本国内の LEED取得件数は 116件である。また日本の環境認証制度は CASBEE（建築環
境総合性能評価システム）2-7）であり、建設地が公表されている件数として国内で 880件

























で 2030 年までに累積で 30 億トンの GHG 排出削を目指して、順次基準値の引き上げが行









アメリカ国内の LEED 取得件数は 32898件である。  
 
 




















ット(炭素削減計画）を決定している。各期間の目標はそれぞれ 2020 年-26%、2027 年-
50%、2050年-80%。 
 
また、建物のエネルギーパフォーマンス証明書（Energy Performance of Buildings 
Directive：EPBD）に基づき、新規建築物に対するエネルギー効率基準を義務化する規制
が 2種導入されている。一つ目は Energy Performance Certificate (EPCs：エネルギー
効率証明書)であり、省エネ性能ラベル制度は売買・賃貸される全ての建築物に対し、売






数とイギリスの環境認証制度である BREEAM（Building Research Establishment's 
Environmental Assessment Method）2-8）について整理する。 
イギリス国内の LEED 取得件数は 110 件である。また BREEAM の国内での取得件数は











口密度は 3.202人/km²、首都キャンベラの人口は 2113万人である。 
経済面からみると、GDPは 1323421百万人となっている。 
エネルギー面からみると、一次エネルギー供給量は 129.75Mtoeであり、主要エネルギ
ー資源は石炭である。電気消費量は 223.6 百万 kWhであった。 
 
建築の省エネルギー化へ向けて、国内初の国家省エネルギー目標を策定した。2015 年
から 2030 年までの 15 年間の省エネルギー政策方針を示した国家エネルギー生産性計画
（National Energy Productivity Plan (NEPP)）は 2030年までにエネルギーの GDP原単








2014 年～2049 年まで、年率 1%増加する一方、GDP は年率 2.7%の成長と予測されており、
BAUで 2030年までに国家エネルギー原単位は 25%改善される見通しである。 






数とオーストラリアの環境認証制度である green star2-9）について整理する。 
オーストラリア国内の LEED取得件数は 44件である。また国内での green star取得件









Dfa, Dwb etc）、中国の国土は 9388211km²である。中国全体の人口は 138600万人で人口
密度は 147.674人/km²、首都の北京の人口は 80355万人である。 
経済面からみると、GDPは 12237700百万人となっている。 
エネルギー面からみると、一次エネルギー供給量は 2958.01Mtoeであり、主要エネルギ

























数と中国の環境認証制度である GBEL(China Three Star, Green Building Evaluation 
Label）2-10)について整理する。 
中国国内の LEED 取得件数は 1424 件である。また国内での GBEL 取得件数は 1356 件で
ある。そのため環境認証制度全体としては LEEDとの合計 2780件が認証されている。  
 
 

























































また 2018 年 3 月・9 月に実施した現地ヒアリング調査によると、分業制が主流である
ため建築外皮は外皮施工者が担い、建築施工者はほぼ関わらないことが多いとのことで
あった。外皮施工者は、日系企業より現地企業の勢力が大きい。環境認証制度は、タイ国
内の環境認証 TREES の取得件数は少ないが、LEED や WELL を使用するとの声が聞かれた。 
 
環境認証制度については、世界的に用いられるアメリカの環境認証制度 LEED の取得件
数とタイの環境認証制度である TREES（Thai's Rating of Energy and Environmental 
Sustainability）2-11）について整理する。 
タイ国内の LEED取得件数は 156件である。また国内での TREES取得件数は 388 件（2016
年 3月現在）である。そのため環境認証制度全体は合計 544件が認証されている。  
 
 










ー資源は石炭である。電気消費量は 44.03百万 kWhであった。 
 
環境認証制度については、世界的に用いられるアメリカの環境認証制度 LEED の取得件
数と香港の環境認証制度である BEAM Plus（Building Environmental Assessment Method）
2-12)について整理する。 


















































































数とシンガポールの環境認証制度である GREEN MARK2-14)について整理する。 
シンガポール内の LEED取得件数は 94件である。また国内での GREEN MARK取得件数は
2055件である。そのため環境認証制度全体としては合計 2149件が認証されている。  
 
 


















 GDPはさらに図 2.4-1 にて比較を行う。人口の多いアメリカ中国が群を抜いて GDPが高
い。GDPにより 100万 million US $以上の先進国（日本、アメリカ、イギリス、オースト






次に各地域の環境認証制度取得状況を表 2.4-2 および図 2.4-2 にて示す。本論文では
世界的に最も使用されることの多い基準、LEED の取得状況に加え、アメリカ以外では各
地域の定める環境認証制度取得状況も加えて比較を行う。 
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表 2.4-1 各地域の基本情報 
地域 JP TH HK VN SG 
首都 東京 Bangkok Hongkong Hanoi Singapore 
基本情報 
気候区分 Cfa Aw Cwa Cwa Af 
地域 東アジア 東南アジア 東アジア 東南アジア 東南アジア 
面積 364560 510890 1050 310070 709 
人口 12678 6903 7391 9554 561 
人口密度 347.778 135.132 7039.714 308.127 7915.731 
首都人口 11605 3397 739 3364 561 
経済 GDP 4872137 455220 341449 223864 323907 
エネルギー 











電力消費量 933.6 billion 168.3 billion 44.03 billion 182.9 billion 48.63 billion 
  
地域 US UK AU CN 単位 











地域 北アメリカ 北ヨーロッパ オセアニア 東アジア ー 
面積 9147420 241930 7682300 9388211 km² 
人口 32571 6602 2460 138600 10000 人 
人口密度 35.608 272.898 3.202 147.674 /km² 
首都人口 26728 5489 2113 80355 10000 人 
経済 GDP 19390604 2622434 1323421 12237700 million US $ 
エネルギー 





natural gas coal coal ー 
電力消費量 3.911 trillion 301.6 billion 223.6 billion 5.92 trillion ー 
＊面積 2017 年、人口、人口密度、首都人口、GDP 2018 年、 




















図 2.4-1 各地域の GDP (million US$) 
 
表 2.4-2 各地域の環境認証制度取得状況 
 JP TH HK VN SG 
自地域の環境認証取得状況 880 880 134 64 2055 
LEED 取得状況 116 156 173 54 94 
合計 996 544 307 118 2149 
 
 US UK AU CN  
自地域の環境認証取得状況 ― 11681 2544 1356  
LEED 取得状況 32898 110 44 1424  
合計 32898 11791 2588 2780  
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次に、香港を除く調査対象地域の建築の省エネルギー化に向けた取り組みについて、経
済産業省の発行する「平成 27 年度国際エネルギー使用合理化等対策事業 海外における
省エネルギー政策等動向調査」2-5）および「省エネ政策の動向」2-6）を参照、さらにヒアリ
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表 2.4-3 建築の省エネルギー化に向けた取り組み 

























































































































































2 章 調査対象地域概要 
32 
次に東南アジア 3 地域におけるエネルギー消費量や電気料金について国概要を整理す
る。OECD/IEA, 2017 , World Energy Outlook Special Report, International Energy 
Agency2-13）を参照して ASEAN 地域の建築環境に関する社会システムについて比較を行う。 
 
まず ASEAN における各都市の一次エネルギー量と GDP の 2000 年から 2015 年の増加量















Note: PPP = Purchasing Power Parity, toe= tones of oil equivalent 
図 2.4-3 ASEAN各都市の一次エネルギー消費量と GDP2-13） 
 
 








































図 2.4-5 GDP と電気料金 2-13） 
 
 
























表 2.4-4 アジア蒸暑地域内の調査対象地域の特徴の比較 
地域 タイ 香港 ベトナム シンガポール 
基本情報 
気候区分 Aw Cwa Cwa Af 
地域 東南アジア 東アジア 東南アジア 東南アジア 
面積 (km²)  510890 1050 310070 709 
人口 (10,000 人) 6903 7391 9554 561 
人口密度 (／km²) 135.132 7039.714 308.127 7915.731 
経済 GDP (million US$) 455220 341449 223864 323907 
各国 GB 取得状況 388 134 64 2055 
LEED 取得状況 156 173 54 94 
環境認証制度取得状況合計 544 307 118 2149 
GDP-1 次エネルギー消費量 中 N/A 低 高 
電気料金 中 N/A 中 高 
GDP-電気料金 中ー中 N/A 低ー中 高ー高 
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2.5 小結 
 本章では本論文にて調査を行う 9 地域の GDP や地域面積などの基本情報と省エネへの取
り組みなどについて概要を整理した。 
 


























































































 本章では建築外皮に関する法律や基準、規格について各機関の Web サイトや各機関が
発行するマニュアルなどを基に調査を行った。 
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表 3.2-1 調査対象文献 
国 種類 位置づけ 基準名 
JP 
法律 必須 建築基準法施行令、建設省告示 
仕様書 原則 公共建築工事標準仕様書 
仕様書 原則 JASS14 
仕様書 任意 協会性能 
法律 必須 省エネ法 
規格 任意 JIS 
環境認証制度 任意 CASBEE 
TH 
法律 一部必須 建築規制法、建築規制法に基づく省令 
仕様書 任意 Specifications of Energy Efficient Equipments 2006 
規格 必須、任意 TIS 
環境認証制度 任意 TREES 
HK 
法律 強制 建築条例 
法律 不明 Codes and design manuals 
環境認証制度 任意 BEAM 
VN 
法律 必須 QCVN 
規格 任意 TCVN 
環境認証制度 任意 LOTUS 
SG 
規格 任意 Singapore Standard 
（法律）※3-1 
環境認証制度 
一部必須 Green Mark 
US 
規格 任意 ASTM 
環境認証制度 任意 LEED 
UK 
規格 任意 BS 
環境認証制度 任意 BREEAM 
AU 規格 任意 AS 
CN 
規格 必須、任意 GB 
規格 必須 JGJ 
※3-1 GREEN MARK は環境認証制度だが国内にて認証が必須である基準であるため法律的要素を持つ
 
 


























































省エネ法 3-22), 3-23),3-30） 
 国土交通省が発行する建築物のエネルギー消費性能の向上を図るための法律で、遵
守が必須として用いられている。建設プロセスにおいては設計段階に用いられる。 















建築規制法（Building Control Act）、建築規制法に基づく省令 3-3),3-4) 
The ministry of interior of the Kingdom of Thailandが発行する建設に際して
満たすべき要件および基準等である。一部の内容は必須に用いられる。建設プロセス
においては段階に参照される。 
Specification of Energy Efficient Equipment 20063-24) 
Department of Alternative Energy Development and Efficiency が発行するで、
任意に用いられる。建設プロセスにおいては設計段階（仕様決定段階）に参照される。 
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TCVN 3-29) 












Green Mark 3-10) 












LEED（Leadership in Energy & Environmental Design）3-12) 
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国土交通省 設 外皮仕様書 
仕様 原則 JASS14 日本建築学会 設、施 
建築物の品質水準の確保、 
使用材料・構法の標準化 























The ministry of Interior 


























環認 任意 TREES TGBI 設、施 建物の環境性能評価システム 
HK 






Buildings Department 設、施 
地域が発行する規格に 
相当する文献 
環認 任意 BEAM BSL 設、施 建物の環境性能評価システム 
VN 
法律 必須 QCVN 











環認 任意 LOTUS 


























環認 任意 LEED USGBC 設、施 建物の環境性能評価システム 
UK 




環認 任意 BREEAM BRE 設、施 建物の環境性能評価システム 















規格 必須 JGJ 
The Standardization 
Administration of the 




















































エネ法）、タイ（建築規制法）、ベトナム（QCVN）、香港（建築条例、Codes and design manuals）、






表 3.4-1 カーテンウォール性能項目＜法律＞ 
地域 基準名 
カーテンウォール性能項目 
耐風圧性 水密性 気密性 耐火性 断熱性 
JP 
建築基準法施行令、建設省告示 〇 × × × × 
省エネ法 × × × × 〇 
TH 建築規制法、建築規制法に基づく省令 × × × × × 
HK 
建築条例 × × × △ × 
Codes and design manuals 〇 ○ 〇 〇 〇 
VN QCVN × × × × × 
SG Green Mark × × 〇 × × 




の 8地域 9つの規格を調査した。 
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表 3.4-2 カーテンウォール性能項目＜規格＞ 
地域 基準名 
カーテンウォール性能項目 
耐風圧性 水密性 気密性 耐火性 断熱性 
JP JIS 〇 〇 〇 〇 〇 
TH TIS 〇 〇 〇 〇 × 
VN TCVN 〇 〇 〇 × × 
SG SS 〇 〇 〇 △ ○ 
US ASTM 〇 〇 〇 〇 〇 
UK BS 〇 〇 〇 〇 〇 
AU AS 〇 〇 〇 △ ○ 
CN 
GB 〇 〇 〇 〇 〇 
JGJ 〇 〇 〇 〇 〇 
凡例  ○：基準あり、×：基準なし、△：外壁としての記述はなし 
 
次に、仕様書について整理する。日本（公共建築工事標準仕様書、JASS14、協会性能）、









表 3.4-3 カーテンウォール性能項目＜仕様書＞ 
地域 基準名 
カーテンウォール性能項目 
耐風圧性 水密性 気密性 耐火性 断熱性 
JP 
公共建築工事標準仕様書 〇 〇 〇 〇 〇 
JASS14 〇 〇 〇 〇 〇 
協会性能 〇 〇 〇 〇 〇 
TH Specifications of Energy Efficient Equipments 2006 × × × × × 
















表 3.4-4 カーテンウォール性能項目＜環境認証制度＞ 
地域 基準名 
カーテンウォール性能項目 
耐風圧性 水密性 気密性 耐火性 断熱性 
JP CASBEE × × × × 〇 
TH TREES × 〇 × × × 
HK BEAM × × 〇 △ ○ 
VN LOTUS × × 〇 × 〇 
SG Green Mark × × 〇 × × 
US LEED × × 〇 × × 
UK BREEAM × × 〇  × ○ 
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まず法律について整理する。日本（建築基準法施行令、建設省告示）、タイ（建築規制
法）、ベトナム（QCVN）、香港（建築条例、Codes and design manuals）、シンガポール（GREEN 
MARK）の 5地域 7種類の法律を調査した。 
ガラス性能項目についてはすべての国を通して十分に法律として定義している国はな




表 3.4-5 ガラス性能項目および外皮基準＜法律＞ 
地域 基準名 
ガラス性能項目 外皮基準 
SHGC SC U 値 VLT 反射率 OTTV/PAL 
JP 
建築基準法施行令、建設省告示 × × × × × × 
省エネ法 × × × × × 〇 
TH 建築規制法、建築規制法に基づく省令 × × × × ○ × 
HK 
建築条例 × × × × × × 
Codes and design manuals 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
VN QCVN ○ × ○ ○ × 〇 
SG GREEN MARK × 〇 〇  × × ○ 
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表 3.4-6 ガラス性能項目および外皮基準＜規格＞ 
地域 基準名 
ガラス性能項目 外皮基準 
SHGC SC U 値 VLT 反射率 OTTV/PAL 
JP JIS 〇 〇 〇 〇 〇 × 
TH TIS × × × × × × 
VN TCVN 〇 × × × × × 
SG Singapore Standard × × × × 〇 〇 
US ASTM 〇 〇 〇 〇 〇 × 
UK BS 〇 〇 〇 〇 〇 × 
AU AS 〇 × 〇 〇 × × 
CN 
GB 〇 〇 〇 〇 〇 × 
JGJ × × 〇 × × × 
凡例  ○：基準あり、×：基準なし、△：外壁としての記述はなし 
 
次に、仕様書について整理する。日本（公共建築工事標準仕様書、JASS14、協会性能）、







表 3.4-7 ガラス性能項目および外皮基準＜仕様書＞ 
地域 基準名 
ガラス性能項目 外皮基準 
SHGC SC U 値 VLT 反射率 OTTV/PAL 
JP 
公共建築工事標準仕様書 × × 〇 × × × 
JASS14 × × 〇 × × × 
協会性能 × × × × × × 
TH Specifications of Energy Efficient Equipments 2006 〇 × × 〇 × × 













外皮基準についてアメリカとイギリスを除く 5 地域 5 つの環境認証制度で記述がある







表 3.4-8 ガラス性能項目および外皮基準＜環境認証制度＞ 
地域 基準名 
ガラス性能項目 外皮基準 
SHGC SC U 値 VLT 反射率 OTTV/PAL 
JP CASBEE 〇  〇  〇 × 〇 〇 
TH TREES × × × × 〇 〇 
HK BEAM 〇 〇 × 〇 〇 〇 
VN LOTUS 〇 × 〇 〇 〇 〇 
SG Green Mark × 〇 〇  × × ○ 
US LEED × × × × 〇 × 
UK BREEM × × × × 〇 × 




















わる項目のみを抽出して表 3.5-1 にて示す。 
 
表 3.5-1 環境性能に関わる項目について性能値の比較＜法律＞ 
地域 基準名 
CW 性能項目 ガラス性能項目 外皮基準 




× × × × × × × × 




× × × × × × ○ × 
HK 
建築条例 × × × × × × × × 
Codes and design 
manuals 
〇  〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 
VN QCVN × × ○ × ○ ○ × ○ 
SG Green Mark 〇 × × 〇 〇 × × ○ 
 











示す。着色部分は PAL 基準値を満たす値である。 
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・タイ 建築規制法に基づく省令 3-4) 
建築規制法にて反射率が 30%以下に定められている。 
 







建築外皮は表 3.5-3 の熱貫流率、Ro.min 以上 Uo.max 以下を維持しなければいけない。 
 
表 3.5-3 外皮における熱性能値の要求値 
Area Wall orientation Uo.max, W/m2.K Ro.min, m2.K/W 
All areas All orientations 1.80 0.56 
 
また壁の OTTV値は、60W/m2以下に抑えなければならない。OTTV値は公式の規準やテク
ニカルガイドラインに従うこととされている。窓ガラスは OTTV 値に適用する SHGC を取
らなければいけない。ガラスの SHGCは適用できる値の最大値より小さく、もしくは同程
度の値で、VLTは表 3.5-4 に記載している VLTmin以上でなければならない。 
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表 3.5-4 WWRによるガラスの SHGC 値 
WWR, % SHGC max on 8 main orientations  VLTmin 
N E orW NE, NW, or 
SE, SW 
S 
20 0.90 0.80 0.86 0.90 0.70 
30 0.64 0.58 0.63 0.70 0.70 
40 0.50 0.46 0.49 0.56 0.60 
50 0.40 0.38 0.40 0.45 0.55 
60 0.33 0.32 0.34 0.39 0.50 
70 0.27 0.27 0.29 0.33 0.45 
80 0.23 0.23 0.25 0.28 0.40 
90 0.20 0.20 0.21 0.25 0.35 
100 0.17 0.18 0.19 0.22 0.30 
 





わる項目のみを抽出して表 3.5-5 にて示す。 
 
表 3.5-5 環境性能に関わる項目について性能値の比較＜規格＞ 
地域 基準名 
CW 性能項目 ガラス性能項目 外皮基準 
気密性 断熱性 SHGC SC U 値 VLT 反射率 OTTV/PAL 
JP JIS 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 
TH TIS 〇  × × × × × × × 
VN TCVN 〇 × 〇 × × × × × 
SG SS 〇 〇 × × × × 〇 〇 
US ASTM 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 
UK BS 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 
AU AS 〇 ○ 〇 × 〇 〇 × × 
CN 
GB 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 









気密性能は JIS A 1516（建具の気密性試験方法）および JIS A 4706（サッシ）にて示され
ている。気密性能については表 3.5-6 および図 3.5-1 にて示す。 
 






A-1 A-1 等級線 
A-2 A-2 等級線 
A-3 A-3 等級線 








断熱性能は、JIS A 4710（建具の断熱性試験方法）、JIS A 1492（出窓及び天窓の断熱
性試験方法）、JIS A 4706（サッシ）にて示されている。断熱性能は表 3.5-7 にて示す。 
 




H-1 4.65 W/(m²・K) 
H-2 4.07 W/(m²・K) 
H-3 3.49 W/(m²・K) 
H-4 2.91 W/(m²・K) 
H-5 2.33 W/(m²・K) 
H-6 1.90 W/(m²・K) 
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表 3.5-8 日射熱遮へい性による区分 
種類 日射熱取得率 n （参考）日射熱除去率 1 - n 
1 種 0.70 以下 0.30 以上 
2 種 0.55 以下 0.45 以上 
3 種 0.40 以下 0.60 以上 
 
遮蔽係数は JIS A 1422（日よ（除）けの日射遮蔽係数簡易試験方法）により計算方法
の記載が、熱貫流率は JIS A 2102-1（窓及びドアの熱性能－熱貫流率の計算－第１部：
一般）、JIS A 2105（カーテンウォールの熱性能―熱貫流率の計算）などにより計算方法






気密性能が定められており、TIS 744-2530（Standard for metal frames and panel 
frames for door and windows: aluminum windows）にて表 3.5-9 の数値の記載があった。 
 
表 3.5-9 TIS 744-2530により定められる漏気率 
Type Maximum of air leakage 
[m²/h/m] 
Pascal 
1 12 200 
2 12 150 





断熱性能は、CP 96 2002（Code of practice for curtain walls）3-34)にて外皮基準が
記述されており、OTTV 45W/m²、ETTV 35W/m²以下とされている。反射率は、同じく CP 96 
2002 にて 10%以下とされている。気密性能は SS 381 1996（Materials and performance 













気密性能については BS EN 12152:2002（ Curtain walling. Air permeability. 
Performance requirements and classification）3-36)に記述があり、表 3.5-10 にて示す。 
ガラス性能は BS 6262-2:2005（Glazing for buildings. Code of practice for energy, 
light and sound）3-37)にて記述があり、ガラスにより数値が異なるため、本論文では Clear 
glassおよび Reflective coated glassに関して表 3.5-11 にて示す。 
熱貫流率については BSにて記述があり、ガラスにより数値が異なるため、本論文では
Single glazingに関して表 3.5-12 にて示す。 
 






150 1.5 A1 
300 1.5 A2 
450 1.5 A3 
600 1.5 A4 
≧600 1.5 AE 
 
表 3.5-11 Clear glass および Reflective coated glass のガラス性能 
Glass type and 
Thickness 





















6mm Clear 0.87 0.08 0.78 0.07 0.15 0.82 0.90 0.04 0.94 
Silver 0.32 0.13 0.29 0.11 0.60 0.43 0.33 0.16 0.49 
Silver 0.20 0.23 0.16 0.18 0.66 0.31 0.18 0.17 0.35 
Silver 0.10 0.38 0.08 0.32 0.60 0.20 0.09 0.14 0.23 
6mm Blue 0.40 0.10 0.32 0.10 0.58 0.46 0.37 0.16 0.53 
Blue 0.30 0.16 0.21 0.18 0.61 0.35 0.24 0.7 0.41 
Blue 0.20 0.20 0.15 0.21 0.64 0.29 0.17 0.17 0.34 
6mm Bronze 0.26 0.17 0.20 0.14 0.66 0.35 0.23 0.18 0.47 
Bronze 0.10 0.19 0.06 0.21 0.73 0.21 0.07 0.17 0.24 
6mm Gray 0.32 0.12 0.21 0.10 0.69 0.44 0.33 0.18 0.51 
 
表 3.5-12 Single glazingにおける熱貫流率（U 値） 
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次に仕様書について整理する。前節で提示した性能項目表について、上記の環境性能に
関わる項目のみを抽出して表 3.5-12 にて示す。 
 
表 3.5-12 環境性能に関わる項目について性能値の比較＜仕様書＞ 
地域 基準名 
CW 性能項目 ガラス性能項目 外皮基準 





公共建築工事標準仕様書 〇 〇 × × 〇 × × × 
JASS14 〇 〇 × × 〇 × × 〇 
協会性能 〇 〇 × × × × × × 
TH 
Specifications of Energy 
Efficient Equipments 2006 
× × 〇 × × 〇 × × 
 
 






ける場合は、表 3.5-13、 木下地に取り付ける場合は、表 3.5-14 により、種別は特記に
よる。 断熱ドア、断熱サッシとする場合の断熱性の等級は、特記による。 
 
表 3.5-13 外部に面するアルミニウム製建具の性能等級等（コンクリート系下地及び鉄骨下地） 
種別／性能項目 気密性 枠の見込み寸法（㎜） 
A 種 
A-3 
 70  （形式が引違い・片引き・上げ下げ窓で、複層ガラスを
使用する場合は、 枠の見込み 100mm とする。） B 種 
C 種 A-4 特記による 
 
表 3.5-14 外部に面するアルミニウム製建具の性能等級（木下地） 
種別／性能項目 気密性 枠の見込み寸法（㎜） 
D 種 










下地に取り付ける場合は、表 3.5.15、木下地に取り付ける場合は、表 3.5.16 により、種別
は特記による。断熱ドア、断熱サッシとする場合の断熱性の等級は、特記による。特記がな
ければ、外部に面する建具は表 3.5.17 により、種別は特記による。 
 
表 3.5.15 外部に面する樹脂製建具の性能等級等（コンクリート系下地及び鉄骨下地） 
種別／性能項目 気密性 枠の見込み寸法（㎜） 
A 種 
A-4 特記による B 種 
C 種 
 
表 3.5.16 外部に面する樹脂製建具の性能等級等（木下地） 





表 3.5.17 外部に面する樹脂製建具の断熱性能等級 
種別／断熱性能 性能等級 熱貫流率（W/(m²・K)） 
H-A 種 H-4 2.91 以下 
H-B 種 H-5 2.33 以下 








性能を等級により表示するのが一般的である。性能の設定事例は表 3.5-18 にて示す。 
 
表 3.5-18 気密性能の設定事例 （圧力差 10Pa とする） 
一般建築物 2 m³/h・m² （JIS等級 A-4） 














 PAL値は表 3.5-19 にて示す。高層オフィスでは 300 MJ/m² であることがわかる。 
 







事務所 学校 飲食店 
420 340 380 300 320 550 
 
・日本 協会性能 3-21) 
協会性能にて気密性能と断熱性能が定められている。 
協会性能にて記載される内容については、気密性能は IS A 1516（建具の気密性試験方
法）により求めた通気量を JIS A 4706（サッシ）に規定する気密等級線で評価するとの
ことであった。グレードは表 3.5-20 にて示す。高層建築はグレード 3、超高層建築はグ
レード 4が適した値である。 
 
表 3.5-20 協会性能にて定められた気密性能 
要求性能 グレード 1 グレード 2 グレード 3 
気密性能 JIS 等級 A-3 JIS 等級 A-4 0.5 等級 
 
断熱性能は、グレードを区分する性能値は熱貫流抵抗を基準とした JIS A 4706に規定




ド 5は「寒冷地で特に気候の厳しい地域」とする。グレードは表 3.5-21 にて示す。 
 
表 3.5-21 協会性能にて定められた断熱性能 
要求性能 グレード 1 グレード 2 グレード 3 グレード 4 グレード 5 
断熱性能 
JIS 等級 H-1 
(0.215~) 
JIS 等級 H-2 
(0.246~) 
JIS 等級 H-3 
(0.287~) 
JIS 等級 H-4 
(0.344~) 
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・タイ Specifications of Energy Efficient Equipments 20063-24) 




境性能に関わる項目のみを抽出して表 3.5-6 にて示す。 
 
表 3.5-22 環境性能に関わる項目について性能値の比較＜環境認証制度＞ 
地域 基準名 
CW 性能項目 ガラス性能項目 外皮基準 
気密性 断熱性 SHGC SC U 値 VLT 反射率 OTTV/PAL 
JP CASBEE × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 
TH TREES × × × × × × 15%未満 45w/m² 
HK BEAM 〇 △ 〇  〇 × △ ×  〇 
VN LOTUS 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 
SG Green Mark 〇 × × 〇 〇 × × ○ 
US LEED 〇 × × × × × △ × 
UK BREEAM 〇 △ × × × × △ × 
 
・日本 CASBEE3-3) 
 CASBEE-建築（新築）評価マニュアル 2016年版 3-1）によると、外皮性能に関して断熱性
能と日射熱取得率と遮蔽係数と熱貫流率と反射率と PALを定めている。 









（窓システム SC:0.7 程度、U=6.0[W/m²・K]程度、外壁・その他: U=3.0[W/m²・K]程度） 








＊どちらとも言い難い場合には、中間的な点数（レベル 2 もしくは 4）とする。 
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・タイ TREES3-26) 
 TREESにて、反射率 15%未満、OTTVは 45 w/m²と定めている。 
 
・香港 BEAM3-7) 
















 可視光透過率と推奨の反射率についてはそれぞれ表 3.5-24、表 3.5-25に示す値となっ
ている。 
 
表 3.5-24 LOTUSにて示す可視光透過率の数値 









High-solar-gain low-E 0.75 
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表 3.5-25 LOTUSにて示す反射率の推奨値 





・シンガポール GREEN MARK3-10) 
 GREEN MARKにて、気密性能と遮蔽係数と熱貫流率と ETTV（OTTVのシンガポール版）を
定めている。 
 遮蔽係数と熱貫流率について、産業建築以外は表 3.5-26 にて示す値となっている。 
 ETTVはグレードによって最大値が決まっており、表 3.5-27 にて示すこととする。 
 
表 3.5-26 GREEN MARKにて定められる外皮性能値 
Overall Weighted Values Baseline Points for Improvement Point cap 
Envelope U-value 1.6 W/m²・K 0.5pt for meeting baseline 
0.5pt for every 0.2 W/m2K reduction from 
baseline 
2 pts 
WWR (Excludes façade 
openings/ voids) 
0.4 (East, West 
facades not to 
exceed 0.3) 
1pt for meeting WWR of 0.4 




0.4 0.5pt for meeting baseline 
0.5pt for every 0.05 reduction from baseline 
2 pts 
Effective Sun Shading - ≥ 10% effectiveness (North and South) - 1pt 
≥ 30% effectiveness (East and West) - 1pt 
2 pts 
Roof U-Value 0.8 W/m2K 1pt for meeting 0.8 W/m2K 1pt 
Sky light/ Roof window 
U-Value 
2.2 W/m2K 0.5pt for meeting U-Value 0.5pt 
 
表 3.5-27 GREEN MARKにて定められるグレードによる ETTVの最大値 
Level of Award Maximum ETTV 
Gold 45W/m² 











 気密性能については、Environmental Tobacco Smoke Controlの項目にて、言及があり
試験方法は ASTM E 1827-11を参照するとのことであった。 
 反射率については、外皮としての記載はなかった。 
 建築外皮性能については直接的な言及はなかったが、エネルギーシミュレーションの






気密性能については、Air Tightness Testing and Measurement Association (ATTMA)
























表 3.5-29 熱貫流率の比較 
日本 CASBEE（外壁） 1.0-3.0 W/m²・K 程度 
イギリス BS（Single glazing 4-12mm） 5.5-5.8 W/m²・K 
ベトナム QCVN 0.56-1.80 W/m²・K 








表 3.5-30 OTTVの比較 
タイ 45 w/m² 
香港 35W/m² 
ベトナム 60W/m2 
シンガポール（ETTV） 45W/m²（GREEN MARK GOLD）、40W/m²（GREEN MARK GOLDPLUS） 



































表 3.5-31 基準の整備状況比較表 
 JP TH HK VN SG 
法律 △ × ◎ △ △ 
規格 ◎ △ × △ △ 
仕様書 △ × ー ー ー 




















































































図 4.2-1 調査対象国＜建築外皮仕様について＞ 
 
 次に調査概要について表 4.2-1 にて示す。本調査では各国の設計者および施工者に調査
を行った。設計者については、タイ 3社、ベトナム 4社、シンガポール 2社に調査を、施

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































写真 4.2-1 ヒアリングの様子（B社） 
 
プロジェクト概要 
建物用途：事務所（新築） 高さ：22 階、（80,000m²） 
所在地：バンコク  環境認証制度：LEED Platina 
建物外皮に対する技術提案 
ガラス種類：laminated glass  ガラス色：clear  ガラス用途：全面ガラス 





























高さ：6 階  所在地：バンコク  環境認証制度：LEED NC GOLD 取得 
建物外皮に対する技術提案 
ガラス種類：insulated glass 
最初は低コストの reflect glassを提案した、所有者が GBを要望、費用計算し insulated 
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写真 4.2-3 ヒアリングの様子（D社） 
 
 <2018/4/3 調査結果> 
プロジェクト概要 
建物用途：オフィスビル、図書館、美術館の複合施設（新築） 
高さ：30 階建て、120m 所在地：バンコク    環境認証制度：LEED NC GOLD 
建物外皮に対する技術提案 
ガラス種類：Low-e glass、Reflective Low-e glass 
最初は reflect glass を提案した（低コスト）が、オーナーが GB を要望したため、 





参照規格：オーナーが LEED 取得を要望したため LEED 
建物外皮に関する図面作成者 
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 <2018/9/28 調査結果> 
建物外皮について 
採用した外皮製品（予算に応じて決定、エネルギ消費を考慮） 
ガラス種類：reflective Low-e glass ガラス色：blue gray 
フレーム種類：aluminum   フレーム色：dark gray 
外皮の形式：全面ガラス   その他：Double skin, Shading, IGU 
外皮性能： 
façade 施工者が性能値を決定、LEED/ASTM/Thailand 法規(耐風圧性)を基に作成 
〇ガラス SHGC：0.4 SC：0.16 U 値：1.28 VLT：19 反射率：22(out), 20(in) 
〇全体 OTTV：Façade 施工者が決定 気密性：≦1L/m²・1sec 水密性：1300Pa  
耐風圧性：200kg/Pa 断熱性：なし 
外皮製品、性能の決定者（コンペによるプロジェクトのため仕様は設計者が決定） 
ガラス種類：設計者  フレーム種類：設計者 
ガラス色：設計者   フレーム色：設計者   外皮の形式：設計者 
性能：設計者、コンサルタント（製造工場、Façade 施工者が提案） 
外皮製品、性能の決定段階 
ガラス種類：基本設計  フレーム種類：基本設計 
ガラス色：基本設計   フレーム色：基本設計 
外皮の形式：基本設計  性能：実施設計 
各文書作成者、ガラス・フレーム製造会社決定者：オーナーが考慮する点はおもにコスト 
製造会社決定者：所有者、設計者、Construction Manager 
仕様書：設計者    施工図：施工者、Façade 施工者 
 各文書の決定段階： 








建物用途：オフィスビル（新築）  高さ：30 階建て、230～240m 
所在地：バンコク  環境認証制度：LEED GOLD （LEED の取得は所有者からの要望） 
建物外皮に対する技術提案 
ガラス種類：Laminated Low-e Insulated glass 
フレーム種類：アルミニウム 
パウダーコーティング（外側はさらにスーパードライパウダーコーティング）コスト
を少なくするために片側のみコーティング。色は Dark Gray、メタリックである。 
ガラス色：Clear だが Low-e のせいで少し緑がかっている。 
ガラス用途：全面ガラス 
ガラスの性能： 
SHGC, SC, UV はオーナーから要望を受けた値であり細かい性能値は計算する。 
参照規格： 
LEED、自社基準あり（British Standard, Australian Standard, AAMA を基に） 
建物外皮に関する図面作成者 
仕様書：コンサルタント（特に Façade Consultant（MEINHARDT）） 
性能値に関して Façade Consultant へ技術提案を行う。 
施工図：施工者 













建物用途：オフィス  階数：30 階 
所在地：バンコク  環境認証制度取得状況：LEED 
建物外皮について 
採用した外皮製品：  
ガラス種類：Low-e glass フレーム種類：aluminum 
ガラス色：Green  フレーム色：gray 
外皮の形式：全面ガラス その他：unitized curtain wall 
外皮性能： 










ガラス種類：設計  フレーム種類：設計  ガラス色：設計   フレーム色：設計 
外皮の形式：設計  性能：設計 
各文書の作成者、ガラス・フレーム製造会社の決定者： 
製造会社決定者：所有者、設計者、コンサルタント 
仕様書：設計者、コンサルタント   施工図：施工者、施工者 
各文書の決定段階： 















写真 4.2-4 ヒアリングの様子（G社） 
 
プロジェクト概要 
建物用途：condominium 階数：72（1 棟）/50（2 棟）階 
所在地：バンコク 環境認証制度取得状況：LEED 備考：アルミパネルファサード建築 
採用した外皮製品（メンテナンスの容易さ、種類や色を決め、詳細はコストを考慮し決定） 
採用した外皮製品  
ガラス種類：不明      フレーム種類：aluminum   ガラス色：不明 
フレーム色：Natural   外皮の形式：窓として    その他：Shading, Double skin 




ガラス色：所有者、設計者  フレーム色：所有者、設計者 
外皮の形式：所有者、設計者 性能：所有者、設計者 
外皮製品、性能の決定段階 
ガラス種類：基本設計  フレーム種類：基本設計  ガラス色：基本設計 
フレーム色：基本設計  外皮の形式：施工   性能：基本設計～実施設計～施工 
各文書の作成者、ガラス・フレーム製造会社の決定者  
製造会社決定者：所有者、設計者、コンサルタント 
仕様書：設計者    施工図：ファサード施工者 
製造会社決定方法； 
1.technical presentation 30 社 2. Method of manufacture 5 社 3. Cost 3 社 
施工図：施工前に 1.shop drawing 2.fabrication drawing 3.as built drawing 
メンテナンスに関わる 3 のみ所有者に提出 
各文書の決定段階 













写真 4.2-5 ヒアリングの様子（H社） 
 
プロジェクト概要 
建物用途：未回答  階数：4 階＋Roof Top 
所在地：未回答   環境認証制度取得状況：TREES 
建物外皮について 
採用した外皮製品（コスト、効率性） 
ガラス種類：laminated glass  フレーム種類：aluminum  ガラス色：Tinted green 
フレーム色：Natural   外皮の形式：未回答   その他：未回答 
外皮性能：〇ガラス SHGC：未回答 SC：0.38 U 値：5.5 VLT:未回答 反射率：9％ 
     〇全体  OTTV：Regulation 気密性：未回答 水密性：Section check 
          耐風圧性：Frame deflection（1/50 <4m span、1/200 >4m span） 
          断熱性；未回答 
外皮製品、性能の決定者 
ガラス種類：所有者、設計者 フレーム種類：所有者、設計者 
ガラス色：所有者、設計者  フレーム色：所有者、設計者 
外皮の形式：未回答  性能：未回答 
外皮製品、性能の決定段階 
ガラス種類：企画   フレーム種類：企画   ガラス色：施工 
フレーム色：未回答  外皮の形式：未回答   性能：企画 
各文書の作成者、ガラス・フレーム製造会社の決定者  
製造会社決定者：設計者  仕様書：設計者  施工図：未回答 
各文書の決定段階 















写真 4.2-6 ヒアリングの様子（I社） 
 
プロジェクト概要 
建物用途：ホテル、事務所  階数：33 階 
所在地：バンコク   環境認証制度取得状況：LEED GOLD 
建物外皮について 
採用した外皮製品 
ガラス種類：Low-e ガラス  フレーム種類：aluminum  ガラス色：blue 
フレーム色：gray   外皮の形式：全面ガラス   その他：ブラインド 
外皮性能：未回答 
外皮製品、性能の決定者 
ガラス種類：Façade 施工者 フレーム種類：Façade 施工者 
ガラス色：所有者、設計者 フレーム色：所有者、設計者 
外皮の形式：所有者、設計者 性能：コンサルタント、Façade 施工者 
外皮製品、性能の決定段階 
ガラス種類：企画  フレーム種類：企画  ガラス色：施工 
フレーム色：未回答  外皮の形式：未回答   性能：企画 
各文書の作成者、ガラス・フレーム製造会社の決定者  
製造会社決定者：コンサルタント、施工者 
仕様書：設計者  施工図：Façade 施工者 
各文書の決定段階 









建物用途：商業ビル（事務所） 高さ：26 階（実際は 23 階程度） 
所在：KWUN TONG, KOWLOON  環境認証制度：LEED GOLD 
建築外皮に用いる製品 
ガラス種類：外)DGU, 内)tempered/Low-e glass、倍強化ガラス 
フレーム種類：アルミニウム  外皮の形式：全面ガラス 
ガラス色：ブルー系（最近は OTTV や反射率の関係からダークグレー系が増えている） 
フレーム色：グレー   外装：垂直フィン（日射遮蔽ではなく意匠的理由） 
性能：物件仕様による（規格決定者は外装コンサルタント（＋設計者）が多い） 
   〇ガラス SHGC：0.20 SC：0.23 U 値：1.70 VLT：27 反射率：10(out), 11(in) 




BS/ASTM/AAMA/AS などの規格、Building Department（BD）の規格や法令 
BD 規格は Codes and Design Manual など多くある、BS を用いることが多い 
規格や基準を用いた理由：物件仕様として明記。香港の BD の規格、法令に基づく 
外皮製品、性能の決定者 
ガラス種類：所有者、設計者、コンサルタント フレーム種類：所有者、設計者 
ガラス色：所有者、設計者   フレーム色：所有者、設計者 
外皮の形式：所有者、設計者、コンサルタント  性能：所有者、設計者、コンサルタント 
外皮製品、性能の決定段階 
ガラス種類：企画～基本設計～実施設計  フレーム種類：企画～基本設計 
ガラス色：企画～基本設計～実施設計   フレーム色：企画～基本設計～実施設計 





仕様書：所有者、設計者、コンサルタント  設計図：設計者、コンサルタント 
施工図：Façade 施工者 
各文書の決定段階 















写真 4.2-7 ヒアリングの様子（K社） 
 
プロジェクト概要 
建物用途：複合施設  階数：35 階  所在地：ハノイ 
環境認証制度取得状況：未取得、National standard（QCVN No9）に沿ったプロジェクト 
採用した外皮製品（デベロッパーからの要求、他の建築の事例などを参考に要求） 
ガラス種類：Low-e ガラス  フレーム種類：アルミニウム  ガラス色：blue 








ガラス種類：所有者  フレーム種類：所有者   ガラス色：所有者 
フレーム色：所有者  外皮の形式：所有者    性能：所有者 
（全仕様について設計者が助言） 
外皮製品、性能の決定段階 
ガラス種類：基本設計  フレーム種類：基本設計  ガラス色：基本設計 
フレーム色：基本設計  外皮の形式：基本設計   性能：基本設計 
各文書の作成者、ガラス・フレーム製造会社の決定者  
製造会社決定者：所有者  仕様書：設計者  設計図：設計者、製造工場 
施工図：設計者、施工者（施工者は設計者が書いた図面に従う） 
各文書の決定段階 















写真 4.2-8 ヒアリングの様子（L社） 
 
プロジェクト概要（大規模事例を除き、コストが理由で GB を望まないことが多い） 
建物用途：複合施設 (低層: shopping mall, 中層: office, 高層: apartment) 
階数：28 階  所在地：ハノイ  環境認証制度：EDGE を取得予定であったが取得なし 
採用した外皮製品 
ガラス種類：Laminated glass (safety glass + 防音 glass) 
フレーム種類：アルミニウム  ガラス色：Transparent  フレーム色：White 
外皮の形式：窓  その他：air flow window system 外皮性能：未回答 
性能決定時に参照した基準：TCVN, QCVN(他プロジェクトで他国基準を用いることもある） 
上記の基準を選んだ理由：Mandatory 
環境性能を考慮した点はあるか： less water/ 他事例では壁面緑化や植樹を行った 
外皮製品、性能の決定者（設計者が所有者に提案、所有者が費用や性能を施工者に相談） 
ガラス種類：所有者  フレーム種類：所有者  ガラス色：所有者 




ガラス種類：実施設計  フレーム種類：実施設計  ガラス色：実施設計 




仕様書：設計者  設計図：設計者、コンサルタント 施工図：設計者 
各文書の決定段階 










建物用途：office  階数：15 階  所在地：ハノイ 
環境認証制度取得状況：NGB だが環境性能を考慮したビル 
外装に木の shading を採用したり、植栽を積極的に取り入れたりしたプロジェクト 
全面ガラスのため直射日光が入らないよう木 shading 採用（環境性能、visual を考慮） 
採用した外皮製品（省エネ性を考慮して、所有者の要望） 
ガラス種類：Tempered glass (12mm)  フレーム種類：アルミニウム   
ガラス色：Light green  フレーム色：Wood optic 







ガラス種類：所有者、設計者  フレーム種類：所有者、設計者 
ガラス色：所有者、設計者   フレーム色：所有者、設計者 










製造会社決定者：所有者、設計者  仕様書：所有者、設計者 
設計図：設計者    施工図：設計者 
仕様書は所有者が案を出す（コンサルから資料をもらう）→設計者が付け足す 
各文書の決定段階 














写真 4.2-9 ヒアリングの様子（N社） 
 
プロジェクト概要 
建物用途：Office 階数：18階 所在地：ハノイ 環境認証制度取得状況：申請中 
採用した外皮製品（所有者が材料や性能を要求して設計者が探す、最終決定は所有者） 
ガラス種類：Low-E ガラス（24 ㎜） フレーム種類：アルミニウム 
ガラス色：light blue フレーム色：gray 外皮の形式：2 面全面ガラス、2 面窓 
その他：shading, louver, air flow window system 
外皮性能：〇ガラス SHGC: <=0.32 SC：<=0.37 U 値：<=2.1 VLT：>=35% 反射率 8% 
     〇全体  OTTV：QCVN 気密：68m³/h/m 水密：30kg/m² 耐風圧：250kg/m² 
性能決定時に参照した基準：(所有者の要望による) 





ガラス種類：所有者  フレーム種類：所有者  ガラス色：所有者 
フレーム色：所有者  外皮の形式：所有者   性能：所有者 
全仕様について設計者（visual）、コンサルタント（usage）が助言 
外皮製品、性能の決定段階 
ガラス種類：基本設計  フレーム種類：基本設計  ガラス色：基本設計 
フレーム色：基本設計  外皮の形式：基本設計   性能：基本設計 
 企画は visual のみ、基本設計に材料や性能は決定、基本設計後の変更はほとんどない 
各文書の作成者、ガラス・フレーム製造会社の決定者  
製造会社決定者：所有者 仕様書：コンサルタント 設計図：設計者 施工図：施工者 
各文書の決定段階 
仕様書：基本設計   設計図：基本設計  施工図：実施設計 
使用しているガラス/フレーム材料会社： 













写真 4.2-10 ヒアリングの様子（O社） 
 
プロジェクト概要 
建物用途：Office  階数：22 + 2basement floor 階 所在地：ハノイ 
環境認証制度取得状況：未取得、今後取得する可能性あり、最も High Level の物件 
採用した外皮製品 （所有者が予算を決めて最適を検討（Ex. 意匠性, 省エネ性）） 
ガラス種類：Low-E ガラス（24 ㎜）  フレーム種類：アルミニウム   
ガラス色：Gardean フレーム色：gray 外皮の形式：全面ガラス  その他：Louver 
外皮性能：計算は Architect とガラス会社が実施、工場レポートも参照しながら作成 
     数値は未回答 




ガラス種類：所有者、設計者、施工者  フレーム種類：所有者、設計者、施工者 
ガラス色：所有者、設計者、施工者   フレーム色：所有者、設計者、施工者 
外皮の形式：所有者、設計者、施工者  性能：所有者、設計者、施工者 
外皮製品、性能の決定段階 
ガラス種類：施工（実施設計から検討）  フレーム種類：施工（実施設計から検討） 
ガラス色：施工（実施設計から検討）   フレーム色：施工（実施設計から検討） 
外皮の形式：施工（実施設計から検討）  性能：施工（実施設計から検討） 
 企画は visual のみ、基本設計に材料や性能は決定、基本設計後の変更はほとんどない 
各文書の作成者、ガラス・フレーム製造会社の決定者  
製造会社決定者：設計者、施工者 仕様書：施工者（最終決定）、設計者（検討） 
設計図：設計者    施工図：設計者、施工者 
各文書の決定段階 
























海外は設計者や施工者のレベルが比較的低いため CW コンサルタントを雇うことが多い 
プロジェクト概要 
建物用途：事務所、住居  階数：52 階 所在地：シンガポール 
環境認証制度取得状況：BCA Green Mark Platinaｍ、シンガポールでは義務 
建物外皮性能を決定するときに参照基準： 
SS は設計値、AS/NZS は試験方法のみ記載 
 〇外皮全体 気密性：SS212、AS/NZS 4284-8.4 水密性：AS/NZS 4884-8.5、AAMA501.02 
 耐風圧性：SS EN 1991-1-4、AS/NZS 4884-8.3 
断熱性：Glass U-value 1.6w/m2/k (max)  
建物外皮に関する仕様書の作成者：建築設計者、外装コンサルタント 
カーテンウォール製造業者が建築設計者、施工者に対して提案すること： 
機能面：CW 構法、施工方法提案 性能面：CW 割付変更、サンシェード形状、寸法の提案 
実施：ガラス性能要求値の変更 ←ガラス会社が提案 
特にグリーンビル認証建築の時に追加で行うことがあれば教えてください 















図 4.2-2 P 社の仕様決定から設計プロセス 4-3) 
 
 




建物用途：Office  階数：48，16 階 
所在地：シンガポール 環境認証制度取得状況：Green Mark platinum 
採用した外皮製品  
ガラス種類：laminated, Low-e  フレーム種類：アルミニウム  ガラス色：Neutral 
フレーム色：gray 外皮の形式：全面ガラス  その他：shading, louver 
外皮性能：〇ガラス SHGC：未回答 SC：0.24 U 値：1.40 VLT: 40 反射率：10-20% 
     〇全体  ETTV：38 気密性：0.95m³/hr/m² 水密性：×10 leakage 
耐風圧性：As per wind tunnel report 断熱性：未回答 
性能決定時に参照した基準： 
Singapore standard, International standard (BS, EN, ASTM, Australian standard) 
上記の基準を選んだ理由：SS 以外は機能性から 




ガラス色：所有者、設計者      フレーム色：所有者、設計者 
外皮の形式：設計者         性能：設計者、コンサルタント 
外皮製品、性能の決定段階 
ガラス種類：企画～基本設計  フレーム種類：企画～基本設計 
ガラス色：企画～基本設計   フレーム色：企画～基本設計 
外皮の形式：企画～基本設計  性能：実施設計 
各文書の作成者、ガラス・フレーム製造会社の決定者  
製造会社決定者：所有者、設計者、コンサルタント  仕様書：設計者 
設計図：設計者  施工図：設計者、施工者（施工者は設計者が書いた図面に従うのみ） 
 全ての図面や仕様書は Owner による承認、政府への法律などの確認が必要 
各文書の決定段階 












建物用途：Healthcare Institution 階数：10 階 
所在地：シンガポール  環境認証制度取得状況：取得 
採用した外皮製品 （設計者の経験から、省エネ性などを考慮して） 
ガラス種類：Tempered, laminated, Low-e フレーム種類：アルミニウム 
ガラス色：Transparent, gray  フレーム色：Beige  
外皮の形式：一部にガラスを使用  その他：なし 
外皮性能：〇ガラス SHGC：未回答 SC：0.38 U 値：1.51-1.54 VLT: 61 反射率：14 
     〇全体  OTTV：45w/m2 気密性：AMMA 501.1, 501.2 
水密性：AMMA 501.1,501.2 耐風圧性：BS6399.2 断熱性：未回答 
性能決定時に参照した基準： 
Singapore Standards, British Standards, Euro Code, ASTM 
上記の基準を選んだ理由：Comprehensive, performance based 
環境性能を考慮した点はあるか：Energy consumption, ambience light quality 
外皮製品、性能の決定者 
ガラス種類：設計者  フレーム種類：設計者  ガラス色：設計者  
フレーム色：設計者  外皮の形式：設計者  性能：設計者 
外皮製品、性能の決定段階 
ガラス種類：基本設計  フレーム種類：基本設計    ガラス色：基本設計 
フレーム色：基本設計  外皮の形式：企画～基本設計  性能:基本設計 
各文書の作成者、ガラス・フレーム製造会社の決定者  
製造会社決定者：設計者、コンサルタント 仕様書：設計者、コンサルタント 
設計図：設計者             施工図：設計者、コンサルタント、施工者 
 全ての図面や仕様書は Owner による承認、政府への法律などの確認が必要 
各文書の決定段階 
仕様書：基本設計  設計図：企画～基本設計  施工図：企画～基本設計～実施設計 
使用しているガラス/フレーム材料会社：国内 
設計段階と施工段階において性能にギャップを感じることがあるか： なし 
環境認証制度を取得するかしないかで違いはあるか： なし  
 
 















ガラス種類：企画  フレーム種類：企画  ガラス色：企画 
フレーム色：企画  外皮の形式：企画   性能：企画 
 実施設計段階で変更がある場合は行われる、設計後にコスト計算をして所有者が確認 
材料や性能など基本設計～施工前に詳しく検討、企画では visual design のみ考える、 
各文書の作成者、ガラス・フレーム製造会社の決定者  
製造会社決定者：所有者、設計者 仕様書：設計者、（構造や設備はコンサルタント） 




仕様書：企画  設計図：企画～基本設計  施工図：基本設計～実施設計 
使用しているガラス/フレーム材料会社：国内 
環境認証制度を取得するかしないかで違いはあるか： あり 
BCA：Spec  所有者←→コンサルタント 
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 4.3-2 使用ガラスの供給国 
  
タイ 香港 
地元 日系 日系 
B C D E F G H I J 















        TH, CN   TH, JP   CN 
  
ベトナム シンガポール 
地元 日系 地元 
K L M N O P Q R S 
職種 設計 F 設計 F 施工 製造 設計 施工 
ガラス
材料 
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JIS      ○ ○             
TIS                    
TCVN            ○ ○       







JGJ              ○      
ASTM  ○ ○ ○  ○ ○   ○    ○   ○ ○  
AAMA  ○ ○  ○ ○    ○          
BS  ○   ○ ○ ○   ○    ○   ○ ○  
EN                 ○ ○  








タイ法規    ○                
QCVN           ○ ○ ○ ○ ○     
シンガポール
法規 
                   












TREES                    
LOTUS                    
BEAM                    







LEED    ○ ○               





















(例）日本の規格 JIS：すべての性能について記述があり → 外皮 4点、ガラス 5点 
それぞれの基準、規格について作成した点数表を表 4.4-3に示す。 
 






水密 気密 断熱 合計 
SH
GC 







JIS 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 9 
TIS 1 1 1 0 3 0 0 0 0 0 0 3 
TCVN 1 1 1 0 3 1 0 0 0 0 1 4 





JGJ 1 1 1 1 4           0 4 
ASTM 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 9 
BS 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 5 9 










0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 












TREES 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 2 
LOTUS 0 0 1 1 2 1 - 1 1 0 3 5 
BEAM 0 0 1 1 2 1 1 0 1 1 4 6 
Green Mark 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 2 3 
LEED 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 1 2 
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ベトナムのプロジェクト（K～O）については、5 社中 4 社で自国の基準のみしか参照していな
いため性能項目数が不足していることがわかる。特に K社およびO社では、QCVNのみの参照
であるため、外皮性能については基準の参照ができておらず、ガラスの性能についても遮蔽係






















図 4.3-2 各プロジェクトが参照する基準により網羅できる外皮性能項目数  
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表 4.3-5 実際の建築外皮性能値 
 
JP TH HK VN SG 
A D J N Q 






SHGC 未回答 0.14 0.2 <=0.32 未回答 
SC 未回答 0.16 0.23 <=0.37 0.24 
U-value 未回答 1.28 1.7 <=2.1 1.4 
VLT 未回答 19 27 >=35% 40 













































































































表 4.4-2 各国の一般的な決定者のケース 
  




























設計者 ＋ 他 
他）所有者 他）コンサルタント 他）所有者 ＋ コンサルタント 
国 日本 タイ、ベトナム シンガポール 香港 
 
 








表 4.4-4 各国の一般的な各種図面の作成者のケース 
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 調査対象地域は図 5.2-1 に示す、日本（2017年 6・7月注 1）および 2019年 7月）、タイ
（2018年 3・9月）、ベトナム（2017年 9月・2018年 1月注 1）2019年 10月）、シンガポー
ル（2019年 10月）、香港（2019年 8月）を対象とした。 














図 5.2-1 調査対象国＜建築外皮性能担保について＞ 
 
 次に調査概要について製品の性能担保の実態調査を表 5.2-1、施工段階の性能担保実態
調査を表 5.2-2 にて示す。 
製品の性能担保については各国のガラス製造・加工工場およびフレーム製造・加工工場、
ガラスとフレームを組み立てる CW製造工場（もしくは窓製造工場）に調査を行った。調
査対象企業は、日本 1社、タイ 6社（日系企業 1社）、香港 1社（日系企業 1社）、ベトナ
ム 3社、シンガポール 1社（日系企業 1社）であった。 
施工段階の性能担保については各国の建築施工者もしくはファサード施工者、製造業
者に調査を行った。調査対象企業は、施工業者はタイ 5 社（日系企業 2 社）、ベトナム 1
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表 5.2-1 基準等の概要 
  1 2 3 4 5 6 7 
調査国 JP TH 
企業の 
資本国 
日系 地元 地元 地元 日系 地元 地元 
調査日 2017/7/10 2018/3/26 2018/3/28 2018/4/2 2018/4/3 2018/9/25 2018/9/26 













従業員数 44250 人 300 850 1000 800 200/246 人 230 人 
 
  8 9 10 11 12 
調査国 HK VN SG 
企業の 
資本国 
日系 地元 地元 地元 日系 
調査日 2019/8/22 2017/9/14 2017/9/15 2018/1/11 2019/7/2 




窓枠組立 窓製造 ガラス製造 
CW 
製造、加工 
従業員数 54 人         
凡例  CW：カーテンウォール 
 
表 5.2-2 基準等の概要 
 A E F G H I 
調査国 JP TH 
企業の 
資本国 




2018/4/4 2018/9/26 2018/9/27 2018/9/24 2018/9/25 
職種 CW 製造業者 外皮施工者 外皮施工者 外皮施工者 建築施工者 建築施工者 
設立年 1934 年 1969 2000 2001 1964 1964 
従業員数 44250 600 150 20  28 
 
 J O P R 
調査国 HK VN SG 
企業の 
資本国 
日系 地元 日系 地元 
調査日 2019/8/22 2019/10/9 2019/7/2 2019/10/30 
職種 CW 製造業者 外皮施工者 CW 製造業者 建築施工者 
設立年 1999 2002  1959 
従業員数 54 600  456 
凡例  CW：カーテンウォール 
 
 













複層ガラス（Insulated glass） 2 枚の板ガラスをスペーサーで一定の間隔に保ち、その周囲を
封着材で密封したガラス。 
Low-E ガラス 低放射ガラスのこと 
倍強度ガラス 強化ガラスと基本的に同じ熱処理加工をしているものだが、強
度を通常のフロート板ガラスの 2 倍にしている。 
 
＜施工段階＞ 
・QCリスト（Quality Check List）： 














































材料を混ぜる※5-2:1 → Melting※5-2:2（押出ながら炉の中へ混ぜた材料を入れる） 
→ Refining（混ぜながら大きさ・厚さ調節） → Working End → Tim bad（ガラスは SO2 で保護） 
→ Lehr（急に温度下げると壊れるため徐々に下げる）→ Washer（SO2 をはがすため水で洗う） 
→ Seeing（目視確認） →  Cutting（指定サイズに切断） 
→ Separator（湿気から守るためパウダーをかけガラス間に紙を敷く） → Packing → Tagging 
→ Gloss up → Storage（倉庫温度は一定に）→ Shipping（国内に 30～40％、国外 60～70％出荷） 
※5-2:1 制御室にてサンプル抜取試験、全材料の数値確認・重さ確認。 
※5-2:2 自動制御室では温度やモニター確認・目視確認実施。     
＜インタビュー調査＞ 
1) 会社概要 
設立年：1990年 主要業務：ガラス製造工場 従業員数：300人 
2) ガラス製造工程 
製造後・出荷前に試験実施。（ISO, TIS, Australian standard, JIS等に基づき試験） 
3) 製造するガラス製品 
Float glass, Tended float glass（今後 laminated glassも予定）。高層および低
層、すべての建築用途に使用。基本的には固定サイズの販売、要望があれば受注販売。 
4) 図面作成者 




設計者が提案した色に沿う。性能は EN, NFIC(American standard)に基づき、SHGC, SC, 
VLT, Visual Light Reflectance, UVに関して提案している。 
＜その他・補足情報＞ 
タイは日本に比べ VLT が多すぎるためなるべく遮りたい（日本は少ないため遮断はそ
こまで考えない）。Reflect Glassは UV,VLT,IR何でも反射するが Low-Eは反射と透過の
バランスが取れている。エネルギー消費だけでなく騒音の遮断も問題となる。（合わせガ
ラスが一番防音）エネルギーを考慮したときに VLT, SHGC (SC), LSG (VLT/SHGC), U-

























ビレット（オーストラリアなどから輸入）加熱 → 押出 → 指定長さに切断  
→ 試験（表面目視・長さ測定・温度確認） 
→ Anodize（水や化学製品、陽極酸化などを行い着色）もしくは 
  Powder coating（スプレーにより着色し乾燥する。スプレー後にプリントも可）もしくは 
PVDF（タイではあまり主流ではない仕上げ方法） 
→ 試験（Profile projector、引張試験、Hardness Test（AAMA, ASTM）、Polishing machine 等） 
アルミフレームとガラスの組立 
アルミ切断 → アルミへ穴あけ → フレームの形に組立 → フレームにガラスをはめ込む 
＜インタビュー調査＞ 
1) 会社概要 
設立年：1992年 主要業務： フレーム（アルミ）製造会社 従業員数：850人 
2) フレーム製造工程 













他社製の単板ガラスを購入しガラス加工を行う。顧客の多くは Glass Installer で
あり、ガラス性能の技術提案も実施。（顧客が色・SC・SHGC・VLTなどを決定し、適する
商品を提案。所有者から直接依頼よりも、サブコンから依頼を受けることが多い。） 
施工者は施工時に VL, Color, Leakage, Sun, Wind loadを試験。 
＜ガラス製造工程＞ 
単板ガラスに施す技術（単板ガラスはほぼタイ製のものを使用（一部中国製）） 
倉庫セクション：単板ガラスを技術確認のため検査 → ガラスの切断 → 研磨 → 




っては 1 つの加工ではなく複合して加工することもある。 
1)tempered glass 
加熱→ 空気を吹付け冷却（強化ガラス：吹付速さ速く、Heat strengthen glass：吹付速さ遅く） 
2)laminated glass 
中間膜をガラス間に入れる→ オーブンで加熱→ オートクレーブに入れる 
3) Coating：reflective glass/low-e glass などの加工。バキューム加工をする。 
 4) insulated glass：スペーサーを入れて合わせる。ガラス→スペーサー→ガラスで合わせる。 




設立年：1998年 主要業務：ガラス加工工場  従業員数：1000人 
2) ガラス製造工程 
加工前後・出荷前に試験実施。（ISO-TIS, JIS（JIS/TIS以上の性能を社内基準とし
ている）, ASTM, IGCC（複層ガラス）を基に試験）輸出する場合はその国の規格に従う。 
3) 製造しているガラス 
Heat Strengthen Glass（50％）、Tempered Glass（20％：reflect glass, Low-e glass, 
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・5社 
＜ガラス製造工程＞ Float glassも製造しているが見学は加工ガラスのみ。 
1) Tempered glass/Heat strengthen glass 
ガラス検査・アライジング → プレプロセス（穴あけ等）  
→ 強化加工：熱加工→空気を吹込み（吹込速度により Tempered/Heat strengthen を分ける） 
→ Heat shock Test（全ガラス）→ プリント加工 → 試験：Break test/thickness などの試験 
2) Laminated glass 
ガラスを合わせる：クリーンルームにて汚れ確認。ガラス上に PVB フィルム、上にガラスを重ねる 
→ オートクレーブに入れ熱を与えて合わせ加工 
3) Insulated glass （複層加工（Float/Tempered/Laminated）は要望に応じて決定） 
ガラスの汚れ確認 → スペーサーを曲げる→ スペーサー内に湿気吸収するフィジカントを入れる 
→ ガラス＋スペーサー＋ガラス → シーリング 
4) 1)～3)加工後終了後に行う試験 
試験を行うのはすべての加工後。（例：Tempered→Laminated の場合 Laminated 終了後に試験） 









Float, tempered, laminated, insulated, reflective, Low-Eなど。全建築用途に
使用される。単板ガラス製品は大量生産、加工ガラスはオーダーメイドで製造される。 
Glass Installerから製造の依頼を受け、Glass Installer, Curtain Waller に販売
している。80％は契約の Glass installer（大手の 5社程度）、20％はガラスディーラ
ーに販売している。国内用 70～80%、海外用 20～30%である。 
4) 図面作成者 


















写真 5.2-2 ヒアリングの様子(6社①)   写真 5.2-3 ヒアリングの様子（6社②） 
 
＜工場調査 製造工程＞ 
Stock（単板ガラスの保管：詳細な加工図もガラスごとに作成。QC check も行う） 
→ Cutting（切断後に QC check 実施）→ Edging（切断部分を安全に加工） 
→ Bowling（穴あけ）→ Color（ガラスの色付：色付け後に QC check 実施）→ Print（プリント） 
→ Processing‐合わせ加工、強化加工、複層加工を行う 
・Laminated‐合わせ加工 
Size/cleanness など確認 → ガラス表面の洗浄 
→ クリーンルームにてガラスとフィルムを重ねる → 加熱により合わせる 
→ オートクレーブに入れガラスをクリアにする → QC check 
・Tempered‐強化加工 
Edge など確認→ガラス表面の洗浄 → ガラスを加熱→空気を吹き付け冷却 → QC check 
・Insulated‐複層加工 
ガラス表面洗浄 → 1 枚目のガラスの Size/cleanness 等確認 → 接着剤付きスペーサー挿入 
→ 2 枚目のガラス検査 → 圧着 → シリコンでシーリング → QC check 
 → Storage‐加工したガラスの保管 
＜インタビュー調査＞ 
1) 会社概要 








大きさ, 厚み, 対角差, カーブ, 縁, 傷, 汚れが入っていないか, 色, 両サイ








製品試験：表 5.2-1 による 
表 5.2-1 6社における製品試験 









visual test: scratch, clacking 
measuring test: size, strengthen, roller 
wave 
performance test: impact test 
試験基準 
ISO 9001:2015, TIS、Tempered glass : TIS 965 Laminated glass : TIS1222、 
energy saving glass : based on AGC / Guardean Glass certification system 
実施者 自社の試験所；QC 部門者、他者の試験所；合わせガラスのみ（3年ごとに特殊な試験） 
3) ガラス製品について 
製品の種類： 
Tempered, Laminated, Insulated, laminated glass, (Low-e glass)等 
材料の調達：単板ガラスは国内工場、PVB filmは KURARE 
製造方法：全てカスタムメイド（要求性能への計算は社内の QC managerが作成） 
4) 各図面について 
仕様書：設計者が基本設計段階に作成  施工図：設計者が基本設計段階に作成 




























→ Aluminum processing（アルミ板を切断・曲げ、フレームの形を製造） 
→ Cutting frame（フレームを切断、QC check 実施） 
→ Fabrication and Installation the elements（フレームの組立、部品の取り付け） 
→ Special processing（追加で特殊な加工があれば実施） 




設立年：2005 年 主要業務：ガラス・フレーム組立工場  従業員数：230 人 




 製品試験については、プロジェクトによるが owner, architects, façade 




Aluminum ＜Extruion Powder Coat, Extruion PVDF, Anodize＞／ACP & GI 
Painted & Steel／Glass ＜ASTM, TGST＞／Sealant／Gasket／Fastener／
Stainless Steel／Panel Assembly等 
試験方法例：Visual Check, Measuring Tape, Set square,  Ruler等 
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表 5.2-2 7社における製品試験 





visual test, measuring test, 
performance test, ITPS 
試験基準 
AAMA, ASTM, JIS, EN, BS ・ ISO/IEC 17011, 1702, ILAC MRA, APLAC 
・Wind load 
性能は BMA (Bangkok Metropolitan Administration)、公式は DPT (Department of Public 
Works and Town & Country Planning, Ministry of Interior)を利用 
実施者 
自社の試験所（以下の規格に沿った試験所） 






(全製品に対して) Air permeability, Water penetration (AAMA 501.1)など 
(For energy) Test with KMUTT / Mostly energy performance is up to glass performance 


























































































































工場からの試験レポート, visual test, measurement test, performance test 
Glass, frames, brackets は社内ソフトを使用して構造計算を実施 











structure check（現地検査）, production performance（工場からのレポート） 










ガラス：国内製、Tinted laminate/Reflective laminate/Float/ Temper glass 
フレーム：Oregon  
＜QCチェックリスト：自社のリスト＞ 
内容：厚み, 色, 防水性, 水密性, 自社基準, 施工図との確認など 
























































 CW性能基準（現場水散 AAMA501.02）、ASTM、Australian Standard、Project Spec 
・水密性能が担保されているのか 










































造から加工を 1 社で担う企業は 2 社にとどまり、ベトナムではガラス製造会社 8 社、ガ
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表 5.3-1 各社における試験実施状況 
  
JP TH 






全製品 × × 
× 〇 〇 VS, MS RP 
サンプル × VL 
加工中 
全製品 VS, MS VS, MS 
VS, MS × × 
 
× 
サンプル × VL  
加工後 
全製品 VS, MS 
VS PF VS, ST ST ST PF 
サンプル PF,  MT 
  
HK VN SG   










×   
サンプル  ×   
加工中 




×   
サンプル ×  ×   
加工後 
















































規格 TCVN、シンガポールにおける規格 SS（Singapore Standard）の 3つである。 
国際規格もしくは先進国における規格としては、日本の規格 JIS、国際規格 ISO、アメ
リカの規格 ASTMおよび AAMA、イギリスの規格 BS（British Standard）、ヨーロッパの規
格 EN、オーストラリアの規格 AS/NZの 7つである。 
国際基準としては、国際試験所認定協力機構 ILAC（試験所・検査機関を認定する機関
だけの国際組織）、相互承認協定 MRA、アジア太平洋試験所認定協力機構 APLAC（APEC 域
















て日本の JIS、タイの TIS、ベトナムの TCVN、シンガポールの SS について試験規格の整
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表 5.3-2 各社における試験実施時に参照する基準や規格 
 
JP TH HK VN SG 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
アジア蒸暑
地域規格 
TIS   ○ ○ ○ ○ ○             
TCVN                     ○   
SS                         
国際規格・
先進国規格 
JIS ○ ○         ○       ○   
ISO   ○ ○     ○ ○           
ASTM     ○       ○ ○       ○ 
AAMA             ○           
BS             ○ ○         
EN             ○       ○   
AS/NZ   ○           ○       ○ 
国際基準 
ILAC             ○           
MRA             ○           
APLAC             ○           
その他 
社内基準 ○     ○ ○     ○       ○ 
物件仕様               ○       ○ 
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表 5.3-3 各規格の試験規格の整備状況 5-5),5-6),5-7),5-8),5-9) 
  
JP VN TH SG 














網入板ガラス及び線入板ガラス R 3204 7456:2004 × × 














熱線吸収板ガラス R 3208 7529:2005 × × 




熱線反射ガラス R 3221 7528:2004 × × 
倍強度ガラス R 3222 × × × 






透過率 R 3106 7737:2007 × × 
反射率 R 3106 7737:2007 × × 
放射率 R 3106 × × × 
日射熱取得率 R 3106 7737:2007 × × 





断熱性 A 1492 × × × 
耐風圧性 A 1515 7452-3:2004 × 
SS 381 : 
1996 
(2007) 
気密性 A 1516 × × 
SS 381 : 
1996 
(2008) 





SS 381 : 
1996 
(2009) 





× × × 





























イの現地ファサード施工業者 F,G 社および日系総合建設業者 H,I 社およびベトナムの現
地ファサード施工業者 O社の 5社について分析を行う。 
 











表 5.4-1 建築外皮施工時における QCチェックリストの整備状況 
  
TH VN 




















































業者 A 社、タイの現地ファサード施工業者 F,G 社および日系総合建設業者 H,I 社、香港
の日系 CW製造業者 L社、ベトナムの現地ファサード施工業者 O社、シンガポールの日系
CW製造業者 P社の 8社について分析を行う。グレーの部分は未回答内容である。 
 






























5 章 アジア蒸暑地域における建築外皮性能担保の実態 
141 
表 5.4-2 建築外皮施工時における試験状況 
  
JP TH 
A E F G H I 
内
容 







施工中 ×   × × 




          
第 3 社からの 
確認 
    ○ △※5-4-2 × × 
 
  
HK VN SG 

















施工後 ×   




第 3 社からの 
確認 










































設計者 B, C, D社、現地ファサード施工業者 E, F,G 社および日系総合建設業者 H,I社、
ベトナムの現地設計者社、現地ファサード施工業者 O社の 5社について分析を行う。 
 















調査企業 B C D E F G H I 
  未回答 未回答 未回答 未回答 × ○ × ○ 
凡例  ○：感じることも稀にある、×：全く感じない 
 
表 5.4-4 要求性能と実際の性能の違いに関する調査（ベトナム） 
調査地域 ベトナム 
企業の資本国 地元企業 
調査企業 K L M N O 
  ○ 未回答 ○ ○ × 
凡例  ○：感じることも稀にある、×：全く感じない 
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6.1 各章の整理 
 本節では序章を除く 2章から 5章までの各章の整理を行う。 
  

































































 まず調査地域を GDPが 100万 million US $以上である先進国 5地域（日本、アメリカ、
イギリス、オーストラリア、中国）と、100万 million US $未満であるアジア蒸暑地域 4
地域（タイ、香港、ベトナム、シンガポール）に分けて、環境認証制度取得件数と建築外
皮関連基準整備状況の特徴を比較する。表 6.2-1 にて各グループの特徴を示す。 
 














表 6.2-1 地域による環境認証取得状況と基準整備状況 
GDP 100 万 million US $～ ～99 万 million US $ 
調査地域 
先進国 
（JP, US, UK, AU, CN） 
アジア蒸暑地域 
（TH, HK, VN, SG） 
環境認証取得件数 996～32898 件 118～2149 件 
建築外皮
関連基準 
規格 9/10 項目記述あり 3～5/10 項目記述あり 
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表 6.2-2 アジア蒸暑地域における環境認証取得状況と基準整備状況 
地域 TH HK VN SG 
地域面積 510890km² 1050km² 310070km² 709km² 









法律 × ◎ △ △ 
規格 △ × △ △ 




























項目 4 項目の合計 9 項目中、参照した基準により網羅できる項目数の地域平均値を示す
こととする。 
基準整備状況は香港 16項目、ベトナム 15項目、シンガポール 13項目、タイ 7項目で



















図 6.2-１ 基準整備状況と実務段階で用いられる基準 
 
 

































※ G 建材： グリーン建材の Low-e ガラスを採用した件数 
凡例    ：ガラス材料の製造工場決定者 
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凡例  試験実施企業                    




    品質担保状況                    
     ○：十分、△：不十分、×：不可       
           




0 社（実施企業なし）           全社実施 
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